
 

 

 

 

 

 

亀山市インフラメンテナンス人材育成・仕事魅力向上検討調査 

公募型プロポーザル募集要項 
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第１ 目的 

本市では、道路をはじめとするインフラ施設の老朽化が進行しており、その維持管理に必要な

財源や人的資源が限られるなかで、今後も、インフラ施設の維持管理に伴う負担は増加していく

ことが見込まれている。 

この状況を踏まえ、本業務では、官民連携による効率的かつ効果的なインフラ施設の維持管理

の実現を図るため、包括的民間委託の導入可能性について調査・検討を行うものである。 

あわせて、包括的民間委託の導入を検討する過程において、職員等がインフラ施設の維持管理

に必要な技量を維持し、維持管理に関する知識・技術の蓄積と将来への継承を可能とする仕組み

について検討することを目的とする。 

 

第２ 業務概要 

（１） 業務名 

亀山市インフラメンテナンス人材育成・仕事魅力向上検討調査 

（２） 業務内容 

別添の仕様書のとおり 

（３） 委託期間 

契約締結の日から令和８年３月６日（金）まで 

（４） 提案上限額 

本業務にかかる金額の上限は下記のとおりとし、提案書等で提出された金額をもとに、再度

見積りを徴収し契約を締結する。 

委託上限金額 １２，９９１，０００円（消費税及び地方消費税含む） 

また、応募段階での見積金額が上記の上限金額を超える提案については、受け付けない。 

 

第３ 参加資格要件等 

本業務への参加を希望する者は、次に掲げる資格要件を満たしていること。なお、参加資格要

件を満たしていることの証明について、下記の①～③に関する証明資料以外の添付は不要とする

が、契約締結までに参加資格要件を有しないことが判明した場合、若しくは有しなくなった場合

は、その時点で失格とする。 

① 令和２年度以降に次に掲げる同種業務又は類似業務について、完了した実績（元請として

完了したものに限る。）を有すること。 

 同種業務 道路管理の包括委託に関する検討業務 

 類似業務 インフラ維持管理に関する官民連携手法の検討業務 

② 令和２年度以降に次に掲げる同種業務又は類似業務について、管理技術者又は担当技術者

として従事した業務経験を有する管理技術者及び担当技術者を当該業務に配置できること。 

 同種業務 道路管理の包括委託に関する検討業務 

 類似業務 インフラ維持管理に関する官民連携手法の検討業務 

③ 管理技術者は、次のいずれかの資格を有する者を配置すること。 

 技術士 （建設部門（道路又は鋼構造及びコンクリート）に限る。） 

 ＲＣＣＭ （道路又は鋼構造及びコンクリート） 



④ 令和４年度～令和７年度三重県・市町・四日市港管理組合共同入札参加資格審査（測量・

建設コンサルタント等）に登録していること。 

⑤ 三重県内に本店、支店、営業所、事務所等を有していること。 

⑥ 地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１６７条の４の規定に該当する者でない

こと。 

⑦ 本店の所在地において国税、地方税その他の公租公課を滞納していないこと。 

⑧ 民事再生法（平成１１年法律２２５号）の規定による再生手続開始の申立てをしている者又は

会社更生法（平成１４年法律１５４号）の規定による更生手続開始の申立てをしている者でな

いこと。ただし、裁判所からの再生手続開始又は更正手続開始の決定を受けている者を除く。 

⑨ 事業の代表者、役員（執行役員を含む。）又は支店若しくは営業所を代表する者等、その経営に

関与する者が、暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７号）第

２条第６号に規定する暴力団員又は同条第２号に規定する暴力団若しくは当該暴力団員と密接

な関係を有する者でないこと。 

⑩ 亀山市契約規則（平成１８年亀山市規則第５号）第２条第５項に規定する入札参加資格者

名簿に登録がされていること。 

⑪ 亀山市建設工事等に係る資格（指名）停止措置要綱（平成１７年亀山市告示第６号）によ

る資格（指名）停止措置を受けていないこと。 

⑫ 破産法（昭和１６年法律第７５号）第３０条の規定による破産手続開始の決定がなされて

いないこと。 

⑬ 会社法（平成１７年法律第８６号）第５１４条の規定による特別清算開始の命令がなされ

ていないこと。 

 

第４ 選定方法 

① 受託業者は、亀山市インフラメンテナンス人材育成・仕事魅力向上検討調査の検討調査業

務プロポーザル選定委員会（以下「選定委員会」という）の審査に基づき、亀山市長が決

定する。 

② 参加資格については、参加資格要件に基づき審査事務局が審査する。 

提案審査は、参加資格要件を満した提案者から提出された提案書に対し、選定委員会が審

査評価基準による審査を実施し、評価得点が最も高い者を優秀提案事業者として選定する。

なお、評価点が同点の場合は、本業務の見積価格が安価な者が優先とする。評価点及び見

積価格が同じ場合には抽選にて選定する。なお、選定委員会は非公開とする。 

③ 優秀提案事業者を優先交渉権者とし、業務契約書（以下「契約書」という）の作成に関す

る諸条件について、発注者と詳細協議を進める。 

④ 優先交渉権者は、発注者と詳細協議を行い、協議が成立した場合には受託業者として決定

するものとする。協議が成立しなかった場合又は契約の締結までに優先交渉権者が失格し

た場合は、次点の者と順次交渉を行い、契約を締結することとする。 

 



⑤ 選定委員会が次表に基づき評価した結果、得点が満点の６割に満たない企画提案者は、優

先交渉権者、次点交渉権者として選定しないこととする。 

なお、企画提案者が１者のみで、最低基準点に満たなかった場合は、再度公募するものとす

る。 

 

第５ 実施スケジュール（予定） 

項目 期日・期間等 

公告(市ホームページに掲載) 令和７年５月１９日（月） 

募集要項、企画提案書作成等に関する質問の受付 
令和７年５月２３日（金） 

午後５時まで 

質問に対する回答 令和７年５月２８日（水） 

参加申込書提出期限 
令和７年５月３０日（金） 

午後５時まで 

参加決定通知の発送 令和７年６月４日（水） 

企画提案書の受付 
令和７年６月１１日（水） 

午後５時まで 

審査結果通知 令和７年６月２６日（木） 

契約締結 令和７年７月７日（月） 

  



第６ 質問書の提出 

（１） 質問の提出方法 

① 受付期間 

令和７年５月１９日（月）～令和７年５月２３日（金）午後５時まで 

② 提出方法 

質問書（様式第１号）に内容を簡潔にまとめて記入し、電子メールにより提出する。なお、

質問書をメールで送信した旨を電話で連絡すること。 

③ 提出先 

第１２に記載の事務局あてとする。 

（２） 質問の回答方法 

① 回答日 

令和７年５月２８日（水）予定 

② 回答方法 

質問に対する回答は、亀山市ホームページ（https://www.city.kameyama.mie.jp/）に掲示

する。 

 

第７ 参加申込書の提出 

プロポーザルに参加しようとする者は、次のとおり書類を提出すること。 

（１） 提出期限 

令和７年５月３０日（金）午後５時（必着） 

（２） 提出方法 

郵送（書留便又は配達証明できるものに限る）又は持参 

（３） 提出先 

第１２に記載の事務局あてとする。 

（４） 提出書類 

 参加申込書（様式第２号） 

 暴力団等排除に関する誓約書（様式第３号） 

 会社等概要書（様式第４号） 

 企業の同種・類似実績調書（様式第６号） 

 （配置予定管理技術者・担当技術者）の同種・類似実績調書（様式第７号） 

 申請者が法人である場合は履歴事項全部証明書の写し、個人である場合は代表者の身分証

明書又は住民票の写し 

 納税証明書（公告日から起算して６月以内に発行されたもの） 

 

第８ 企画提案書の提出 

（１） 受付期間及び時間 

令和７年６月４日（水）から ～ 令和７年６月１１日（水）午後５時まで 

 

 



（２） 提出方法 

窓口への持参または郵送（必着）とする。なお、一度提出した書類の返却、差替えには応じ

ない。 

（３） 提出先 

第１２に記載の事務局あてとする。 

（４） 提出書類 

下記書類のうち①～⑤について、正本１部、副本１部（原本の写し可。）を提出すること。ま

た、②～④については５部(原本の写し可)を提出すること。 

用紙については全てＡ４版とする。また、文字サイズは１０．５ポイント以上（図表は含ま

ない）とする。 

① 企画提案書提出書及び誓約書（様式第５号） 

② 企画提案書（任意様式） 

※ 枚数は最大でＡ４版５ページ（表紙を除く）までとする。 

※ 企画提案にあたっては、別添する仕様書における業務内容を踏まえながら具体的に提案す

ること。 

③ 業務実施体制（任意様式）Ａ４版１ページとする 

 ※ 配置予定技術者の資格証明書や実績証明書類の提出は不要。 

④ 実施スケジュール（任意様式）Ａ４版１ページとする 

⑤ 見積書（任意様式） 

※ 様式は自由とするが、積算内訳を明示し、総額は消費税を含む金額とする。 

⑥ 切手を貼った返信用封筒(審査結果通知用) １通 

 

第９ 提案内容の審査 

提案内容の審査は、プロポーザルにて選定委員会が行う。なお、審査結果の異議申立てについ

ては一切受け付けないため、このことを了承した上でプロポーザルに参加すること。 

（１）提案内容審査 

企画提案審査は、企画提案書提出者を対象に書類審査を行い、以下の評価基準により実施

する。 

（２）審査の結果 

提案内容審査における選考結果は、当該事業者全員に書面通知（様式第８号）をもって連

絡する。なお、審査結果に係る問合せ及び異議申立ては、受け付けない。 

 

 

 

 

 

 

 

 



（３）審査の方法（合計１００点） 

提案に対する評価基準は以下のとおりとする。 

項目 評価基準 配点 

業務実績 
企業の評価 １０点 

管理・担当技術者の評価 １５点 

企画提案書 

業務の理解度 

課題等の対応方針 

実施手順及びスケジュール 

提案の的確性・実現性・独自性 

７０点 

見積書 見積金額及び積算内訳の妥当性 ５点 

 合計 １００点 

 

第１０ 失格要件 

提案書を提出してから優先交渉権者が決定されるまでの間に、次のいずれかに該当した場合は、

失格又は審査の対象から除外する。 

（１）参加事業者が不渡手形又は不渡り小切手を出した場合 

（２）一の参加事業者が複数の提案を行った場合 

（３）記載すべき事項の全部又は一部が記載されていない場合 

（４）虚偽の内容が記載されている場合 

（５）審査の公平性に影響を与える行為があった場合 

（６）著しく信義に反する行為があった場合 

 

第１１ 参加に関する留意事項、その他 

（１）本件に関する事項について、電話又は口頭による問合せには応じない。 

（２）企画提案書の提出は、１社につき１提案とする。 

（３）本プロポーザルの応募に係る一切の費用は、応募者の負担とする。 

（４）参加事業者から募集要項に基づき一度提出された書類は、差替え等はできないものとし、

また、その理由の如何に関わらず企画提案書の返却はしない。 

（５）市が必要と認める場合は、追加書類の提出を求め、記載内容に関する聞き取り調査を行う

ことがある。 

（６）企画提案書の提出後に本プロポーザルへの参加を辞退する場合は、「辞退届（様式第９号）」

を持参又は郵送（簡易書留又は書留に限る。）にて提出すること。 

（７）本業務の受託者は、当該業務の成果や実施状況により、次年度以降、継続する業務につい

て随意契約の対象とする場合がある。ただし、予算措置及び当該業務の実施有無等により、

必ずしも契約を保証するものではない。 

（８）本要項に定めるもののほか、必要な事項は市長が別に定める。 

  

 



第１２ 事務局 

本業務のプロポーザルを実施するにあたり、必要な事務は以下において所掌する。 

建設部 建設管理課 道路保全グループ 

〒５１９－０１９５ 三重県亀山市本丸町５７７番地 

ＴＥＬ：０５９５－８４－５０４１ 

ＦＡＸ：０５９５－８２－９６６９ 

メール：hozen@city.kameyama.mie.jp 


